１.大正大橋
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
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（4）評価点概要
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２.大正橋
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
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（4）評価点概要
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３.三ツ島大橋
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
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（4）評価点概要
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４.蔀屋跨道橋
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
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（4）評価点概要
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５.古川橋
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
[image: ]















[image: ]










（4）評価点概要
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６.古川橋（拡幅橋無しのモデルケース）
（1）初期工事費算出結果
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（2）既設橋梁（維持管理案）の改良方針
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（3）ＬＣＣ算出
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（4）評価点概要
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■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 Ｌ２地震時の耐震性不足 Ｌ２耐震補強対策 落橋防止装置 ゴムチェーン

支承補強 鋼製ストッパー

柱補強 PP工法

基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 床版炭素繊維接着（桁は下記の外ケーブル補強）

構造的弱点 ゲルパーに対する対応が必要 ゲルバー部補強対策 外ケーブル工法による連続化

道路幅員 現況片側車線2.35m×2，分離歩道2m 拡幅対応 鋼製地覆による拡幅

道路構造令では 車道（3.0m+0.5m） 　※片側あたり0.45ｍ拡幅可（路肩設置困難）　

■経年劣化と補修対策案

箇所 損傷の内容

本線　上部工床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　上部工桁 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　支承 腐食 防錆処理

本線　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

本線　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

側道橋　上部工床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

側道橋　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

側道橋　支承 腐食 防錆処理

側道橋　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

側道橋　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 379,983 2016 2016 289,611 2016 2016 292,806

2021 定期点検 427 2021 定期点検 349 2021 定期点検 349

2026 定期点検 427 2026 定期点検 349 2026 定期点検 349

定期点検 427 定期点検 349 定期点検 349

橋面防水+舗装打替え 13,653 支承防錆 5,400 支承防錆 5,400

2036 定期点検 427 橋面防水＋舗装打換え 11,160 橋面防水＋舗装打換え 11,160

2041 定期点検 427 定期点検 349 定期点検 349

定期点検 427 ゲルバー(定着部補修) 1,200 ゲルバー(定着部補修) 1,200

伸縮装置取り替え 5,819 2041 定期点検 349 2041 定期点検 349

橋面防水+舗装打替え 13,653 2045 下部工断面修復(本橋+側道橋) 2,463 2045 下部工断面修復(本橋+側道橋) 3,394

2051 定期点検 427 定期点検 349 定期点検 349

2056 定期点検 427 支承防錆 5,400 支承防錆 5,400

定期点検 427 伸縮装置取り替え 5,667 伸縮装置取り替え 5,667

橋面防水+舗装打替え 13,653 橋面防水＋舗装打換え 11,160 橋面防水＋舗装打換え 11,160

2066 定期点検 427 2048 上部工床版断面修復(本橋,側道橋) 26,205 2048 上部工床版断面修復(本橋,側道橋) 27,076

2071 定期点検 427 2051 定期点検 349 2051 定期点検 349

定期点検 427 定期点検 349 定期点検 349

伸縮装置取り替え 5,819 ゲルバー(定着部補修) 1,200 ゲルバー(定着部補修) 1,200

橋面防水+舗装打替え 13,653 定期点検 349 定期点検 349

2081 定期点検 427 支承防錆 5,400 支承防錆 5,400

2086 定期点検 427 橋面防水＋舗装打換え 11,160 橋面防水＋舗装打換え 11,160

定期点検 427 2066 定期点検 349 2066 定期点検 349

橋面防水+舗装打替え 13,653 2071 定期点検 349 2071 定期点検 349

2096 定期点検 427 2074 159,593 2074 下部工断面修復(本橋+側道橋) 3,394

2101 定期点検 427 2079 定期点検 427 定期点検 349

定期点検 427 2084 定期点検 427 支承防錆 5,400

伸縮装置取り替え 5,819 定期点検 427 ゲルバー(定着部補修) 1,200

橋面防水+舗装打替え 13,653 橋面防水+舗装打替え 13,653 伸縮装置取り替え 5,667

2111 定期点検 427 2094 定期点検 427 橋面防水＋舗装打換え 11,160

2116 2116 定期点検 427 2099 定期点検 427 2080 上部工床版断面修復(本橋,側道橋) 27,076

487,890 定期点検 427 2081 定期点検 349

伸縮装置取り替え 5,819 2086 定期点検 349

1.00 橋面防水+舗装打替え 13,653 定期点検 349

2109 定期点検 427 支承防錆 5,400

2114 定期点検 427 橋面防水＋舗装打換え 11,160

2116 2116 定期点検 349

575,992 ゲルバー(定着部補修) 1,200

2101 定期点検 349

1.18 2103 下部工断面修復(本橋+側道橋) 3,394

定期点検 349

支承防錆 5,400

伸縮装置取り替え 5,667

橋面防水＋舗装打換え 11,160

2111 定期点検 349

2112 上部工床版断面修復(本橋,側道橋) 27,076

定期点検 349

2116 ゲルバー(定着部補修) 1,200

513,549

1.05

2061

2091

2096

2036

2046

2076

2056 2056

2061

維持管理案【永久橋】

2116

2106

維持管理費

合計

2031

架替費(残り期間42年を按分)

2089

2104

58年後更新案【120年寿命設定】

項目

改良工事費

項目

改良工事費

合計

2061

2076

維持管理費

2091

2106

2046

合計

現時点更新案

項目

架替え工事費

2031

2046

維持管理費

2036

2031

維持管理費
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評価指標 項目 細目 評価基準 備考 現時点架替 58年後架替 延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 50 50 2位以降　50点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×50点】 50 41 47 現時点架替→1.00　将来架替→1.18　延命化→1.05

使用性 道路機能 車道幅員 10 4 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 4 2 0 架替→幅員適合　　延命化 →路肩無し

歩道幅員 3 歩道幅について、道路構造令と適合しているか 3 3 3 現況歩道幅→2.0ｍ　≪評価点差無し≫

自転車レーン 3 自転車通行分離による歩行者との事故リスク回避 3 1.5 0 架替→自転車レーン設置　　延命化 →無し

維持管理性 構造の簡易さ 歩車道の構造 20 2 歩車道が一体の橋梁構造となっているものが優位 2 1 0 架替→歩車道一体構造　　延命化 →歩車道分離

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 2 1 架替→支承24基　延命化→支承32基（別付含む）

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 2 1 架替→伸縮2基　延命化→伸縮6基（側道橋含む）

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 2 各案とも護岸から寄り付くことが可能　≪評価点差無し≫

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 1.5 0 架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 3 各案とも桁下空間はある　≪評価点差無し≫

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 1 0 架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 1 0 架替案→取り替えに配慮可能　延命化案→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 20 3 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 1.5 3 架替案→迂回路の取り付けより借地大

施工期間（事業期間） 3 工事期間を想定して評価 0 1.5 3 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 3 河川管理者・添架管事業者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 0 1 2 架替案→ＮＴＴ管路付替が必要

更新期間中の交通規制 負の便益 5 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 5 5 5 架替案も迂回路設置により、交通規制無し　≪評価点差無し≫

防災（治水リスク） 基準径間長 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→2径間適合　延命化案→3径間不適合

河積阻害率 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→柱幅適合　延命化案→柱幅不適合

合計 91 73 70

現時点架替案 58年後架替 延命化案

ＬＣＣ（千円） 487,890 575,992 513,549

経済性

【50点満点】

50 41 47

使用性

【10点満点】

10 6.5 3

維持管理性

【20点満点】

20 13.5 7

社会的影響

【20点満点】

11 12 13

合計 91 73 70

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定


image7.emf
■新設橋架替工事費 ■改良工事費

項目 工費（千円） 備考

工費
（千円）

備考

旧橋撤去工 371,332 耐震補強 42,459

柱・支承補強、落橋防止

橋梁新設工 943,400 耐震基礎補強 533,664

仮設工 593,060

土留、仮桟橋、迂回路仮

橋を含む

仮設工 134,197

111,467

総計 1,907,792 129,700

98,523

伸縮装置、主部材塗替え、防水+舗装、下部断

面修復、防錆処理

1,050,011

項目

合計

耐震工事

活荷重補強工事

ゲルバー補強工事

その他補修工事
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■改良工事費    永久橋

工費
（千円）

備考

耐震補強 42,459

柱・支承補強、落橋防止

耐震基礎補強 533,664

仮設工 134,197

121,639

129,700

101,371

伸縮装置、主部材塗替え、防水+舗装、下部断

面修復、防錆処理

1,063,031

合計

項目

耐震工事

活荷重補強工事

ゲルバー補強工事

その他補修工事
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■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 Ｌ２地震時の耐震性不足 Ｌ２耐震補強対策 落橋防止装置 PCケーブル

支承補強 鋼製ストッパー

柱補強 PP工法

基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 床版炭素繊維接着（桁は下記の外ケーブル補強）

構造的弱点 ゲルパーに対する対応が必要 ゲルバー部補強対策 外ケーブル工法による連続化

基礎の洗掘 基礎補強対策 上記、耐震基礎補強対策と兼ねる

道路幅員 現況片側車線2.75m×2，歩道2m 拡幅対応 残置（歩道橋近接、現実的に改良困難）

道路構造令では 車道（3.0m+0.5m）

■主な損傷と補修対策案

箇所 損傷の内容

本線　上部工床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　上部工桁 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

本線　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

歩道橋　上部工床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

歩道橋　上部工桁 腐食 塗装塗り替え

歩道橋　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

歩道橋　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 1,907,792 2016 2016 1,050,011 2016 2016 1,063,031

2021 定期点検 1,999 2021 定期点検 1,419 2021 定期点検 1,419

2026 定期点検 1,999 2026 定期点検 1,419 2026 定期点検 1,419

定期点検 1,999 定期点検 1,419 定期点検 1,419

橋面防水+舗装打替え 63,983 支承防錆 13,500 支承防錆 13,500

2036 定期点検 1,999 橋面防水＋舗装打換え 45,394 橋面防水＋舗装打換え 45,394

2041 定期点検 1,999 定期点検 1,419 定期点検 1,419

定期点検 1,999 ゲルバー(定着部補修) 6,400 ゲルバー(定着部補修) 6,400

伸縮装置取り替え 7,489 2041 定期点検 1,419 2041 定期点検 1,419

橋面防水+舗装打替え 63,983 上部工床版断面修復(車道部) 111,467 上部工床版断面修復(車道部) 121,639

2051 定期点検 1,999 下部工断面修復 7,533 下部工断面修復 10,381

2056 定期点検 1,999 定期点検 1,419 定期点検 1,419

定期点検 1,999 支承防錆 13,500 支承防錆 13,500

橋面防水+舗装打替え 63,983 伸縮装置取り替え 21,535 伸縮装置取り替え 21,535

2066 定期点検 1,999 橋面防水＋舗装打換え 45,394 橋面防水＋舗装打換え 45,394

2071 定期点検 1,999 2048 上部工床版断面修復(歩道部) 29,242 2048 上部工床版断面修復(歩道部) 32,521

定期点検 1,999 2051 定期点検 1,419 2051 定期点検 1,419

伸縮装置取り替え 7,489 定期点検 1,419 定期点検 1,419

橋面防水+舗装打替え 63,983 ゲルバー(定着部補修) 6,400 ゲルバー(定着部補修) 6,400

2081 定期点検 1,999 2060 上部工桁塗り替え(歩道部) 10,561 2060 上部工桁塗り替え(歩道部) 10,561

2086 定期点検 1,999 定期点検 1,419 定期点検 1,419

定期点検 1,999 支承防錆 13,500 支承防錆 13,500

橋面防水+舗装打替え 63,983 橋面防水＋舗装打換え 45,394 橋面防水＋舗装打換え 45,394

2096 定期点検 1,999 2066 定期点検 1,419 2066 定期点検 1,419

2101 定期点検 1,999 2071 定期点検 1,419 2071 定期点検 1,419

定期点検 1,999 2072 839,428 上部工床版断面修復(車道部) 121,639

伸縮装置取り替え 7,489 2077 定期点検 1,999 下部工断面修復 10,381

橋面防水+舗装打替え 63,983 2082 定期点検 1,999 定期点検 1,419

2111 定期点検 1,999 定期点検 1,999 支承防錆 13,500

2116 2116 定期点検 1,999 橋面防水+舗装打替え 63,983 ゲルバー(定着部補修) 6,400

2,354,148 2092 定期点検 1,999 伸縮装置取り替え 21,535

2097 定期点検 1,999 橋面防水＋舗装打換え 45,394

1.14 定期点検 1,999 2080 上部工床版断面修復(歩道部) 32,521

伸縮装置取り替え 7,489 2081 定期点検 1,419

橋面防水+舗装打替え 63,983 2086 定期点検 1,419

2107 定期点検 1,999 定期点検 1,419

2112 定期点検 1,999 支承防錆 13,500

2116 2116 橋面防水＋舗装打換え 45,394

2,426,314 定期点検 1,419

ゲルバー(定着部補修) 6,400

1.18 2101 定期点検 1,419

上部工床版断面修復(車道部) 121,639

下部工断面修復 10,381

2104 上部工桁塗り替え(歩道部) 10,561

定期点検 1,419

支承防錆 13,500

伸縮装置取り替え 21,535

橋面防水＋舗装打換え 45,394

2111 定期点検 1,419

2112 上部工床版断面修復(歩道部) 32,521

定期点検 1,419

2116 ゲルバー(定着部補修) 6,400

2,056,113

1.00

維持管理費

現時点更新案

項目

架替え工事費

2031

2046

項目

改良工事費

合計

2061

2076

維持管理費

2091

2106

合計

合計

架替費(残り期間44年を按分)

2087

2102

56年後更新案【120年寿命設定】

項目

改良工事費

2036

2116

維持管理費

維持管理費

2045

2046

2056

2061

2031

2091

2096

2103

2106

2074

2076

維持管理案【永久橋】

2031

2045

2036

2046

2056

2061
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評価指標 項目 細目 評価基準 備考 現時点架替 56年後架替 延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 50 50 2位以降　50点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×50点】 43 41 50 現時点架替→1.14　将来架替→1.18　延命化→1.00

使用性 道路機能 車道幅員 10 4 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 4 2 0 架替→幅員適合　　延命化 →路肩無し

歩道幅員 3 歩道幅について、道路構造令と適合しているか 3 3 3 現況歩道幅→2.0ｍ　≪評価点差無し≫

自転車レーン 3 自転車通行分離による歩行者との事故リスク回避 3 1.5 0 架替→自転車レーン設置　　延命化 →無し

維持管理性 構造の簡易さ 歩車道の構造 20 2 歩車道が一体の橋梁構造となっているものが優位 2 1 0 架替→歩車道一体構造　　延命化 →歩車道分離

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 2 1 架替→支承30基　延命化→支承88基（別付含む）

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 2 1 架替→伸縮2基　延命化→伸縮18基（側道橋含む）

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 2 各案とも護岸から寄り付くことが可能　≪評価点差無し≫

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 1.5 0 架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 3 各案とも桁下空間はある　≪評価点差無し≫

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 1 0 架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 1 0 架替案→取り替えに配慮可能　延命化案→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 20 3 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 1.5 3 架替案→迂回路の取り付けより借地大

施工期間（事業期間） 3 工事期間を想定して評価 0 1.5 3 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 3 河川管理者・添架管事業者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 0 1 2 架替案→迂回路の取り付けに伴う両岸の交差点改良など

更新期間中の交通規制 負の便益 5 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 5 5 5 架替案も迂回路設置により、交通規制無し　≪評価点差無し≫

防災（治水リスク） 基準径間長 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→4径間適合　延命化案→7径間不適合

河積阻害率 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→柱幅適合　延命化案→柱幅不適合

合計 84 73 73

現時点架替案 56年後架替 延命化案

ＬＣＣ（千円） 2,354,148 2,426,314 2,056,113

経済性

【50点満点】

43 41 50

使用性

【10点満点】

10 6.5 3

維持管理性

【20点満点】

20 13.5 7

社会的影響

【20点満点】

11 12 13

合計 84 73 73

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定
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■更新案 ■維持管理案（基礎補強あり）

項目

工費

（千円）

備考 項目

工費
（千円）

備考

旧橋撤去工 30,927 耐震補強 13,854

柱・支承補強

橋梁新設工 94,526 耐震基礎補強 14,287

仮設工 108,672

迂回路仮橋を含む

仮設工 13,319

21,330

総計 234,125 23,483

断面修復、伸縮装置、防水+舗装、支承防錆処

理、主部材塗替え

86,273

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事

合計
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■維持管理案（基礎補強あり）   永久橋

項目

工費
（千円）

備考

耐震補強 13,854

柱・支承補強

耐震基礎補強 14,287

仮設工 13,319

22,238

23,739

断面修復、伸縮装置、防水+舗装、支承防錆処

理、主部材塗替え

87,437

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事

合計
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■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 落橋防止装置及び桁かかり対応済み Ｌ２耐震補強対策 支承補強 鋼製ストッパー

支承、柱、基礎の耐震性不足 柱補強 PP工法

基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 主桁 当て板補強

床版 炭素繊維シート補強

道路幅員 現況片側車線2.79m×2，歩道1.2m 拡幅対応 残置（側道橋の近接状況）

道路構造令では 車道（3.0m+0.5m）

■主な損傷と補修対策案

箇所 損傷の内容

本線　上部工床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　上部工桁 主桁の変形 部材取り替え

本線　上部工桁 腐食 塗装塗り替え

本線　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　支承 腐食 防錆処理

本線　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

歩道橋　上部工床板及び桁 腐食 塗装塗り替え

歩道橋　支承 腐食 防錆処理

歩道橋　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

歩道橋　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 234,125 2016 2016 86,273 2016 2016 87,437

2021 定期点検 253 2021 定期点検 167 2021 定期点検 167

2026 定期点検 253 2026 定期点検 167 2026 定期点検 167

定期点検 253 2031 定期点検 167 定期点検 167

橋面防水+舗装打替え 8,089 0 支承防錆 6,300 支承防錆 6,300

2036 定期点検 253 0 橋面防水+舗装打替え 5,329 橋面防水+舗装打替え 5,329

2041 定期点検 253 2036 定期点検 167 2036 定期点検 167

定期点検 253 2041 定期点検 167 2041 定期点検 167

伸縮装置取り替え 7,489 2045 下部工断面修復(本橋+側道橋) 677 2045 下部工断面修復(本橋+側道橋) 933

橋面防水+舗装打替え 8,089 2046 定期点検 167 定期点検 167

2051 定期点検 253 0 支承防錆 6,300 支承防錆 6,300

2056 定期点検 253 0 伸縮装置取り替え 6,894 伸縮装置取り替え 6,894

定期点検 253 0 橋面防水+舗装打替え 5,329 橋面防水+舗装打替え 5,329

橋面防水+舗装打替え 8,089 2048 上部工床版断面修復(本橋) 8,093 2048 上部工床版断面修復(本橋) 9,001

2066 定期点検 253 2051 定期点検 167 2051 定期点検 167

2071 定期点検 253 2056 定期点検 167 2056 定期点検 167

定期点検 253 2057 138,134 2060 上部工桁塗り替え(本橋+側道橋) 4,282

伸縮装置取り替え 7,489 2062 定期点検 253 定期点検 167

橋面防水+舗装打替え 8,089 2067 定期点検 253 支承防錆 6,300

2081 定期点検 253 定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 5,329

2086 定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 8,089 2066 定期点検 167

定期点検 253 2077 定期点検 253 2071 定期点検 167

橋面防水+舗装打替え 8,089 2082 定期点検 253 2074 下部工断面修復(本橋+側道橋) 933

2096 定期点検 253 定期点検 253 定期点検 167

2101 定期点検 253 伸縮装置取り替え 7,489 支承防錆 6,300

定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 8,089 伸縮装置取り替え 6,894

伸縮装置取り替え 7,489 2092 定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 5,329

橋面防水+舗装打替え 8,089 2097 定期点検 253 2080 上部工床版断面修復(本橋) 9,001

2111 定期点検 253 定期点検 253 2081 定期点検 167

2116 2116 定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 8,089 2086 定期点検 167

310,181 2107 定期点検 253 定期点検 167

2112 定期点検 253 支承防錆 6,300

1.41 2116 2116 定期点検 253 橋面防水+舗装打替え 5,329

299,451 2096 定期点検 167

2101 定期点検 167

1.36 2103 下部工断面修復(本橋+側道橋) 933

2104 上部工桁塗り替え(本橋+側道橋) 4,282

定期点検 167

支承防錆 6,300

伸縮装置取り替え 6,894

橋面防水+舗装打替え 5,329

2111 定期点検 167

2112 上部工床版断面修復(本橋) 9,001

2116 2116 定期点検 167

219,592

1.00

現時点更新案

項目

架替え工事費

2031

2091

2106

合計

維持管理費

41年後更新案【120年寿命設定】

項目

改良工事費

2046

2061

2076

維持管理費

合計

維持管理案【永久橋】

項目

改良工事費

合計

維持管理費

2106

2091

2076

2061

2046

2031

架替費(残り期間59年を按分)

維持管理費

2072

2087

2102
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評価指標 項目 細目 評価基準 備考 現時点架替 41年後架替 延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 50 50 2位以降　50点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×50点】 29 32 50 現時点架替→1.41　将来架替→1.36　延命化→1.00

使用性 道路機能 車道幅員 10 4 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 4 2 0 架替→幅員適合　　延命化 →路肩無し

歩道幅員 3 歩道幅について、道路構造令と適合しているか 3 2 1 現況歩道幅→左側1.2ｍ　右側2.0ｍ

自転車レーン 3 自転車通行分離による歩行者との事故リスク回避 3 1.5 0 架替→自転車レーン設置　　延命化 →無し

維持管理性 構造の簡易さ 歩車道の構造 20 2 歩車道が一体の橋梁構造となっているものが優位 2 1 0 架替→歩車道一体構造　　延命化 →歩車道分離

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 2.5 2 架替→支承38基　延命化→支承48基（別付含む）

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 2 1 架替→伸縮2基　延命化→伸縮5基（側道橋含む）

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 2 各案とも護岸から寄り付くことが可能　≪評価点差無し≫

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 1.5 0 架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 3 各案とも桁下空間はある　≪評価点差無し≫

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 1 0 架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 1 0 架替案→取り替えに配慮可能　延命化案→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 20 3 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 1.5 3 架替案→迂回路の取り付けより借地大

施工期間（事業期間） 3 工事期間を想定して評価 0 1.5 3 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 3 河川管理者・添架管事業者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 0 1 2 架替案→ＮＴＴ管路及び水道管の付け替え必要

更新期間中の交通規制 負の便益 5 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 5 5 5 架替案も迂回路設置により、交通規制無し　≪評価点差無し≫

防災（治水リスク） 基準径間長 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→1径間適合　延命化案→2径間不適合

河積阻害率 3 河川構造令との適合性 3 1.5 0 架替案→柱無し　延命化案→柱幅不適合

合計 70 63.5 72

現時点架替案 41年後架替 延命化案

ＬＣＣ（千円） 310,181 299,451 219,592

経済性

【50点満点】

29 32 50

使用性

【10点満点】

10 5.5 1

維持管理性

【20点満点】

20 14 8

社会的影響

【20点満点】

11 12 13

合計 70 63.5 72

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定
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■バイプレストレッシング更新案　(上部/更新・下部/更新) ■バイプレストレッシング更新案　(上部/更新・下部/維持)

項目

工費

（千円）

備考

工費

（千円）

備考

旧橋撤去工 375,115 115,420

橋梁新設工 1,021,149

補強土壁を含む

789,325

補強土壁を含む

仮設工 433,183

迂回路仮橋を含む

耐震工事 耐震基礎補強 220,241

2,473

断面修復

総計 1,829,447 341,808

迂回路仮橋を含む

1,469,267

項目

その他補修工事

仮設工

総計

旧橋撤去工

橋梁新設工
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■維持管理案（基礎補強あり） ■維持管理案（基礎補強あり)　　　永久橋

工費
（千円）

備考

工費
（千円）

備考

耐震補強 13,514

支承補強

耐震補強 13,514

支承補強

耐震基礎補強 241,739 耐震基礎補強 241,739

仮設工 18,657 仮設工 18,657

266,527 273,766

207,562

断面修復、伸縮装置、防水+舗装、支承防錆処

理、主部材塗替え

208,482

断面修復、伸縮装置、防水+舗装、支承防錆処

理、主部材塗替え

747,999 756,158

項目

合計

耐震工事

活荷重補強工事

合計

その他補修工事

項目

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事
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■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 落橋防止装置及び柱対応済み Ｌ２耐震補強対策 支承補強 鋼製ストッパー

支承、基礎の耐震性不足 基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 鋼桁 当て板補強

ＲＣ床版 床版鋼板接着補強

道路幅員 現況4車線3.0m×4，中央分離帯1.0ｍ － －

路肩0.5m（壁高欄含む）→拡幅不要

■主な損傷と補修対策案

箇所 損傷の内容

上部工ＲＣ床版 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

上部工鋼床板及び桁 腐食 塗装塗り替え

下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

支承 腐食 防錆処理

舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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120
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 1,829,447 2016 2016 1,469,267

2021 定期点検 1,400 2021 定期点検 1,400

2026 定期点検 1,400 2026 定期点検 1,400

定期点検 1,400 定期点検 1,400

橋面防水+舗装打替え 44,805 橋面防水+舗装打替え 44,805

2036 定期点検 1,400 2036 定期点検 1,400

2041 定期点検 1,400 2041 定期点検 1,400

定期点検 1,400 2045 下部工断面修復 1,794

伸縮装置取り替え 7,281 定期点検 1,400

橋面防水+舗装打替え 44,805 伸縮装置取り替え 7,281

2051 定期点検 1,400 橋面防水+舗装打替え 44,805

2056 定期点検 1,400 2051 定期点検 1,400

定期点検 1,400 2056 定期点検 1,400

橋面防水+舗装打替え 44,805 定期点検 1,400

2066 定期点検 1,400 橋面防水+舗装打替え 44,805

2071 定期点検 1,400 2066 定期点検 1,400

定期点検 1,400 2071 定期点検 1,400

伸縮装置取り替え 7,281 2074 下部工断面修復 1,794

橋面防水+舗装打替え 44,805 定期点検 1,400

2081 定期点検 1,400 伸縮装置取り替え 7,281

2086 定期点検 1,400 橋面防水+舗装打替え 44,805

定期点検 1,400 2081 定期点検 1,400

橋面防水+舗装打替え 44,805 2086 定期点検 1,400

2096 定期点検 1,400 定期点検 1,400

2101 定期点検 1,400 橋面防水+舗装打替え 44,805

定期点検 1,400 2096 定期点検 1,400

伸縮装置取り替え 7,281 2101 定期点検 1,400

橋面防水+舗装打替え 44,805 2103 下部工断面修復 1,794

2111 定期点検 1,400 定期点検 1,400

2116 2116 定期点検 1,400 伸縮装置取り替え 7,281

2,148,122 橋面防水+舗装打替え 44,805

2111 定期点検 1,400

1.22 2116 2116 定期点検 1,400

1,793,326

1.02

合計

2061

2076

2091

現時点更新案【上下部更新】

項目

架替え工事費

2031

2046

2106

現時点更新案【上部更新・下部維持】

項目

架替え工事費

2031

2091

2046

維持管理費

維持管理費

2106

合計

2061

2076
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 747,999 2016 2016 747,999 2016 2016 756,158

2021 定期点検 2,020 2021 定期点検 2,020 2021 定期点検 2,020

2026 定期点検 2,020 2026 定期点検 2,020 2026 定期点検 2,020

定期点検 2,020 定期点検 2,020 定期点検 2,020

支承防錆 11,700 支承防錆 11,700 支承防錆 11,700

橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635

2036 定期点検 2,020 2036 定期点検 2,020 2036 定期点検 2,020

2041 定期点検 2,020 2041 定期点検 2,020 2041 定期点検 2,020

2045 下部工断面修復 2,435 2045 下部工断面修復 2,435 2045 下部工断面修復 3,355

定期点検 2,020 定期点検 2,020 定期点検 2,020

支承防錆 11,700 支承防錆 11,700 支承防錆 11,700

伸縮装置取り替え 22,011 伸縮装置取り替え 22,011 伸縮装置取り替え 22,011

橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635

2048 上部工RC床版の断面修復 64,542 2048 上部工RC床版の断面修復 64,542 2048 上部工RC床版の断面修復 71,781

2051 定期点検 2,020 2051 定期点検 2,020 2051 定期点検 2,020

2056 定期点検 2,020 2056 定期点検 2,020 2056 定期点検 2,020

2060 上部工桁及び鋼床版塗り替え 106,780 2060 上部工桁及び鋼床版塗り替え 106,780 2060 上部工桁及び鋼床版塗り替え 106,780

定期点検 2,020 定期点検 2,020 定期点検 2,020

支承防錆 11,700 支承防錆 11,700 支承防錆 11,700

橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635

2066 定期点検 2,020 2066 定期点検 2,020 2066 定期点検 2,020

2071 定期点検 2,020 2071 定期点検 2,020 2071 定期点検 2,020

2074 下部工断面修復 2,435 2074 下部工断面修復 2,435 2074 下部工断面修復 3,355

定期点検 2,020 定期点検 2,020 定期点検 2,020

支承防錆 11,700 支承防錆 11,700 支承防錆 11,700

伸縮装置取り替え 22,011 伸縮装置取り替え 22,011 伸縮装置取り替え 22,011

橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635

2080 上部工RC床版の断面修復 64,542 2080 上部工RC床版の断面修復 64,542 2080 上部工RC床版の断面修復 71,781

2081 定期点検 2,020 2081 定期点検 2,020 2081 定期点検 2,020

2086 定期点検 2,020 2086 定期点検 2,020 2086 定期点検 2,020

定期点検 2,020 定期点検 2,020 定期点検 2,020

支承防錆 11,700 支承防錆 11,700 支承防錆 11,700

橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635 橋面防水+舗装打替え 64,635

2094 402,478 2094 323,239 2096 定期点検 2,020

2099 定期点検 1,400 2099 定期点検 1,400 2101 定期点検 2,020

2104 定期点検 1,400 2104 定期点検 1,400 2103 下部工断面修復 3,355

定期点検 1,400 定期点検 1,400 2104 上部工桁及び鋼床版塗り替え 106,780

橋面防水+舗装打替え 44,805 橋面防水+舗装打替え 44,805 定期点検 2,020

2114 定期点検 1,400 2114 定期点検 1,400 支承防錆 11,700

2116 2116 2116 2116 伸縮装置取り替え 22,011

1,897,614 1,818,374 橋面防水+舗装打替え 64,635

2111 定期点検 2,020

1.08 1.03 2112 上部工RC床版の断面修復 71,781

2116 2116 定期点検 2,020

1,759,568

1.00

78年後更新案【上部更新・下部維持】120年寿命設定

項目

改良工事費

2031

78年後更新案【上下部更新】120年寿命設定

合計

維持管理費

架替費(残り期間22年を按分)

2109

2046

2061

2076

2091

維持管理費



項目

改良工事費

維持管理費

2031

2046

2061

2076

2091

2106

2091

架替費(残り期間22年を按分)

2109

合計

維持管理費

合計

維持管理案【永久橋】

項目

改良工事費

維持管理費

2031

2046

2061

2076


image25.emf
評価指標 項目 細目 評価基準 備考

現時点架替

【上下部更新】

現時点架替

【上部のみ更新】

78年後架替

【上下部更新】

78年後架替

【上部のみ更新】

延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 50 50 2位以降　50点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×50点】 39 49 46 48 50

現時点架替→1.22、(上部のみ)1.02

将来架替   →1.08、(上部のみ)1.03　 延命化→1.00

使用性 道路機能 車道幅員 10 4 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 4 4 4 4 4 現況車道幅→幅員適合≪評価点差無し≫

走行性 伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが走行面で優位 3 3 2 2 1 架替→伸縮2基　延命化→伸縮4基

景観 別付構造の多少 3 落橋防止構造など別付構造が無いものは景観面で優位 3 3 2 2 1 架替→不要　　延命化 →掛違部設置必要

維持管理性 構造の簡易さ 同形式の連続性 20 2 橋梁形式が統一されているものが優位 2 2 1 1 0 架替→1橋に統一　　延命化 →3橋に分かれている

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 3 2 2 1 架替→支承38基　延命化→支承48基（別付含む）

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 3 2 2 1 架替→伸縮2基　延命化→伸縮4基

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 1 1 0 延命化案→起終点に橋座の確認困難箇所あり

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 3 1.5 1.5 0 架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 1.5 1.5 0 延命化案→起終点に狭隘箇所あり

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 2 1 1 0 架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 2 1 1 0 架替案→取り替えに配慮可能　延命化案→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 20 3 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 0 1.5 1.5 3 架替案→重機設置など、ヤードが大掛かり

施工期間（事業期間） 3 工事期間を想定して評価 0 0 1.5 1.5 3 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 3 交差道路管理者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 0 0 1.5 1.5 3 架替案→国道交差のため架設協議の調整必要

更新期間中の交通規制 負の便益 5 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 0 0 2.5 2.5 5 架替案→本線交通を側道にシフトするなど、渋滞損失あり

防災（地震リスク） 橋梁の連続性 3 掛け違いの有無で評価 3 3 2 2 1 架替→1橋に統一　　延命化 →3橋に分かれている

防災（疲労リスク） 施工年代 3 施工年代により疲労損傷の発生の恐れが多いものを減点 3 3 1.5 1.5 0 延命化案→昭和40年代施工で疲労損傷のリスクが高い

合計 75 85 75.5 77.5 73

現時点架替

【上下部更新】

現時点架替

【上部のみ更新】

78年後架替

【上下部更新】

78年後架替

【上部のみ更新】

延命化案

ＬＣＣ（千円） 2,148,122 1,793,326 1,897,614 1,818,374 1,759,568

経済性

【50点満点】

39 49 46 48 50

使用性

【10点満点】

10 10 8 8 6

維持管理性

【20点満点】

20 20 11 11 2

社会的影響

【20点満点】

6 6 10.5 10.5 15

合計 75 85 75.5 77.5 73

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定
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■更新案 ■維持管理案（基礎補強あり）

項目

工費

（千円）

備考 項目

工費
（千円）

備考

旧橋撤去工 14,391 耐震補強 4,864

支承補強、落橋防止

橋梁新設工 61,631 耐震基礎補強 6,738

仮設工 71,632

迂回路仮橋を含む

仮設工 17,084

5,397

総計 147,654 18,178

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

52,261

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事

合計
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■維持管理案（基礎補強あり）　　永久橋

項目

工費
（千円）

備考

耐震補強 4,864

支承補強、落橋防止

耐震基礎補強 6,738

仮設工 17,084

5,889

18,693

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

53,269

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事

合計
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■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 Ｌ２地震時の耐震性不足 Ｌ２耐震補強対策 落橋防止装置 ゴムチェーン

支承補強 鋼製ストッパー

基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 床版炭素繊維接着

道路幅員 拡幅橋設置済み － －

■経年劣化と補修対策案

箇所 損傷の内容

本線　上部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

本線　伸縮装置

（縦目地含む）

部材の劣化 伸縮装置取り替え

側道橋　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

側道橋　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 147,654 2016 2016 52,261 2016 2016 53,269

2021 定期点検 128 2021 定期点検 105 2021 定期点検 105

2026 定期点検 128 2026 定期点検 105 2026 定期点検 105

定期点検 128 定期点検 105 定期点検 105

橋面防水+舗装打替え 6,477 橋面防水+舗装打替え 3,354 橋面防水+舗装打替え 3,354

2036 定期点検 128 2036 定期点検 105 2036 定期点検 105

2041 定期点検 128 2041 定期点検 105 2041 定期点検 105

定期点検 128 2045 下部工断面修復(旧橋のみ) 1,364 2045 下部工断面修復(旧橋のみ) 1,880

伸縮装置取り替え 4,100 定期点検 105 定期点検 105

橋面防水+舗装打替え 6,477 伸縮装置取り替え(縦目地含む) 13,460 伸縮装置取り替え(縦目地含む) 13,460

2051 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 3,354 橋面防水+舗装打替え 3,354

2056 定期点検 128 上部工断面修復+炭素繊維接着工 5,397 2048 上部工断面修復+炭素繊維接着工 5,889

定期点検 128 2051 95,975 2051 定期点検 105

橋面防水+舗装打替え 6,477 2056 定期点検 128 2056 定期点検 105

2066 定期点検 128 2061 定期点検 128 定期点検 105

2071 定期点検 128 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 3,354

定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 6,477 2066 定期点検 105

伸縮装置取り替え 4,100 2071 定期点検 128 2071 定期点検 105

橋面防水+舗装打替え 6,477 2076 定期点検 128 2074 下部工断面修復(旧橋のみ) 1,880

2081 定期点検 128 定期点検 128 定期点検 105

2086 定期点検 128 伸縮装置取り替え 4,100 伸縮装置取り替え(縦目地含む) 13,460

定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 6,477 橋面防水+舗装打替え 3,354

橋面防水+舗装打替え 6,477 2086 定期点検 128 2080 上部工断面修復+炭素繊維接着工 5,889

2096 定期点検 128 2091 定期点検 128 2081 定期点検 105

2101 定期点検 128 定期点検 128 2086 定期点検 105

定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 105

伸縮装置取り替え 4,100 2101 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 3,354

橋面防水+舗装打替え 6,477 2106 定期点検 128 2096 定期点検 105

2111 定期点検 128 定期点検 128 2101 定期点検 105

2116 2116 定期点検 128 伸縮装置取り替え 4,100 2103 下部工断面修復(旧橋のみ) 1,880

201,377 橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 105

2116 2116 定期点検 128 伸縮装置取り替え(縦目地含む) 13,460

1.45 211,566 橋面防水+舗装打替え 3,354

2111 定期点検 105

1.52 2112 上部工断面修復+炭素繊維接着工 5,889

2116 2116 定期点検 105

139,174

1.00

維持管理案【永久橋】

項目

改良工事費

2031

2046

2061

2106

合計

維持管理費

合計

2096

維持管理費

架替え工事費

維持管理費

2076

2091

2106

2046

2061

2031

2076

2091

35年後更新案【120年寿命設定】

項目

改良工事費

2031

2081

現時点更新案

項目

2111

維持管理費

2046

架替費(残り期間65年分を按分 )

2066

合計
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評価指標 項目 細目 評価基準 備考 現時点架替 35年後架替 延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 60 50 2位以降　60点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×60点】 33 29 60 現時点架替→1.45　将来架替→1.52　延命化→1.00

使用性 道路機能 車道幅員 5 3 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 3 2 1 架替→幅員適合　　延命化 →路肩0.25m(やや不足)

歩道幅員 2 歩道幅について、道路構造令と適合しているか 2 2 2 現況歩道幅→2.0ｍ　≪評価点差無し≫

維持管理性 構造の簡易さ 歩車道の構造 20 2 歩車道が一体の橋梁構造となっているものが優位 2 1 0 架替→歩車道一体構造　　延命化 →拡幅橋と分離

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 3 3 架替→支承34基　延命化→支承36基（別付含む）　≪評価点差無し≫

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 1.5 0 架替→伸縮2基（標準）　延命化→伸縮2基（縦目地あり）

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 2 各案とも護岸から寄り付くことが可能　≪評価点差無し≫

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 1.5 0 架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 3 各案とも桁下空間はある　≪評価点差無し≫

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 1 0 架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 1 0 架替案→取り替えに配慮可能　延命化案→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 15 2 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 1 2 架替案→迂回路の取り付けより借地大

施工期間（事業期間） 2 工事期間を想定して評価 0 1 2 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 2 河川管理者・添架管事業者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 2 2 2 山間部で協議に関する差は特に無い　≪評価点差無し≫

更新期間中の交通規制 負の便益 3 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 3 3 3 架替案も迂回路設置により、交通規制無し　≪評価点差無し≫

防災（治水リスク） 基準径間長 3 河川構造令との適合性 3 3 3 単純桁のため各案の差は無い　≪評価点差無し≫

河積阻害率 3 河川構造令との適合性（※橋台兼用護岸） 3 1.5 0 架替案→橋台前面護岸あり　延命化案→護岸兼用の橋台

合計 69 58.5 83

現時点架替案 35年後架替 延命化案

ＬＣＣ（千円） 201,377 211,566 139,174

経済性

【60点満点】

33 29 60

使用性

【5点満点】

5 4 3

維持管理性

【20点満点】

20 14 8

社会的影響

【15点満点】

11 11.5 12

合計 69 58.5 83

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定
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■更新案　(上部/更新・下部/更新) ■更新案　(上部/更新・下部/維持)

項目

工費

（千円）

備考

工費

（千円）

備考

旧橋撤去工 23,795 9,152

橋梁新設工 61,631 32,032

仮設工 71,632

迂回路仮橋を含む

耐震工事 耐震基礎補強 16,150

2,666

断面修復

総計 157,058 24,121

迂回路仮橋を含む

84,120

仮設工

総計

項目

旧橋撤去工

橋梁新設工

その他補修工事
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■維持管理案（基礎補強あり） ■維持管理案（基礎補強あり）　　永久橋

工費
（千円）

備考

工費
（千円）

備考

耐震補強 8,126

落橋防止、支承補強

耐震補強 8,126

落橋防止、支承補強

耐震基礎補強 16,150 耐震基礎補強 16,150

仮設工 18,601 仮設工 18,601

22,657 24,725

13,658

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

14,666

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

79,192 82,267

活荷重補強工事

項目

耐震工事

活荷重補強工事

その他補修工事

合計

その他補修工事

合計

項目

耐震工事


image34.emf
■機能不足に対する対策案

必要な機能 現橋の判定 対策工法

耐震性 Ｌ２地震時の耐震性不足 Ｌ２耐震補強対策 落橋防止装置 ゴムチェーン

支承補強 鋼製ストッパー

基礎 マイクロパイル増杭

土留（仮設） 鋼矢板土留

耐荷力（活荷重） Ｂ活荷重に対する耐荷力不足 活荷重補強対策 床版炭素繊維接着

道路幅員 想定ケース（幅員問題無し） － －

■経年劣化と補修対策案

箇所 損傷の内容

本線　上部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　下部工 ひび割れ、遊離石灰、鉄筋剥離 ひび割れ補修、断面修復

本線　舗装 路面からの漏水 橋面防水、舗装打替え

本線　伸縮装置 部材の劣化 伸縮装置取り替え

項目

補修工法
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 157,058 2016 2016 84,120

2021 定期点検 128 2021 定期点検 128

2026 定期点検 128 2026 定期点検 128

定期点検 128 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 橋面防水+舗装打替え 4,100

2036 定期点検 128 2036 定期点検 128

2041 定期点検 128 2041 定期点検 128

定期点検 128 2045 下部工断面修復 2,666

伸縮装置取り替え 4,100 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 伸縮装置取り替え 6,477

2051 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100

2056 定期点検 128 2051 定期点検 128

定期点検 128 2056 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 128

2066 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100

2071 定期点検 128 2066 定期点検 128

定期点検 128 2071 定期点検 128

伸縮装置取り替え 4,100 2074 下部工断面修復 2,666

橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 128

2081 定期点検 128 伸縮装置取り替え 6,477

2086 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100

定期点検 128 2081 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 2086 定期点検 128

2096 定期点検 128 定期点検 128

2101 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100

定期点検 128 2096 定期点検 128

伸縮装置取り替え 4,100 2101 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 2103 下部工断面修復 2,666

2111 定期点検 128 定期点検 128

2116 2116 定期点検 128 伸縮装置取り替え 6,477

210,782 橋面防水+舗装打替え 4,100

2111 定期点検 128

1.52 2116 2116 定期点検 128

138,712

1.00

合計

2031

現時点更新案【上下部更新】

項目

維持管理費

2076

2091

2106

2046

2061

架替え工事費

現時点更新案【上部更新・下部維持】

項目

架替え工事費

2031

2061

2106

合計

維持管理費

2046

2076

2091
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比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円) 比較年 実施年 工費(千円)

2016 2016 79,192 2016 2016 79,192 2016 2016 82,267

2021 定期点検 128 2021

維持管理費

定期点検 128 2021 定期点検 128

2026 定期点検 128 2026 定期点検 128 2026 定期点検 128

定期点検 128 定期点検 128 2031 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 4,100 橋面防水+舗装打替え 4,100 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

2036 定期点検 128 2036 定期点検 128 2036 定期点検 128

2041 定期点検 128 2041 定期点検 128 2041 定期点検 128

2045 下部工断面修復 2,666 2045 下部工断面修復 2,666 2045 下部工断面修復 3,674

定期点検 128 定期点検 128 2046 定期点検 128

伸縮装置取り替え 6,892 伸縮装置取り替え 6,892 0 伸縮装置取り替え 6,892

橋面防水+舗装打替え 4,100 橋面防水+舗装打替え 4,100 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

2048 上部工断面修復+炭素繊維接着工 22,657 2048 上部工断面修復+炭素繊維接着工 22,657 2048 上部工断面修復+炭素繊維接着工 24,725

2051 102,088 2051 54,678 2051 定期点検 128

2056 定期点検 128 2056 定期点検 128 2056 定期点検 128

2061 定期点検 128 2061 定期点検 128 2061 定期点検 128

定期点検 128 定期点検 128 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

橋面防水+舗装打替え 6,477 橋面防水+舗装打替え 4,100 2066 定期点検 128

2071 定期点検 128 2071 定期点検 128 2071 定期点検 128

2076 定期点検 128 2076 定期点検 128 2074 下部工断面修復 3,674

定期点検 128 2080 下部工断面修復 2,666 2076 定期点検 128

伸縮装置取り替え 4,100 定期点検 128 0 伸縮装置取り替え 6,892

橋面防水+舗装打替え 6,477 伸縮装置取り替え 6,477 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

2086 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100 2080 上部工断面修復+炭素繊維接着工 24,725

2091 定期点検 128 2086 定期点検 128 2081 定期点検 128

定期点検 128 2091 定期点検 128 2086 定期点検 128

橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 128 2091 定期点検 128

2101 定期点検 128 橋面防水+舗装打替え 4,100 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

2106 定期点検 128 2101 定期点検 128 2096 定期点検 128

定期点検 128 2106 定期点検 128 2101 定期点検 128

伸縮装置取り替え 4,100 2109 下部工断面修復 2,666 2103 下部工断面修復 3,674

橋面防水+舗装打替え 6,477 定期点検 128 2106 定期点検 128

2116 2116 定期点検 128 伸縮装置取り替え 6,477 0 伸縮装置取り替え 6,892

258,237 橋面防水+舗装打替え 4,100 0 橋面防水+舗装打替え 4,100

2116 2116 定期点検 128 2111 定期点検 128

1.86 211,406 2112 上部工断面修復+炭素繊維接着工 24,725

2116 2116 定期点検 128

1.52 215,302

1.55

2111

維持管理費

架替費(残り期間65年分を按分 )

2066

35年後更新案【上下部更新】120年寿命設定

項目

改良工事費

2031

2081

合計

維持管理費

合計

2096

維持管理費

維持管理案【永久橋】

項目

改良工事費

35年後更新案【上部更新・下部維持】120年寿命設定

項目

改良工事費

2031

2046

2111

維持管理費

2046

2081

合計

架替費(残り期間65年分を按分 )

2066

2096
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評価指標 項目 細目 評価基準 備考

現時点架替

【上下部更新】

現時点架替

【上部のみ更新】

35年後架替

【上下部更新】

35年後架替

【上部のみ更新】

延命化案 評価根拠

経済性 ＬＣＣ 60 50 2位以降　60点-【（当該案LCC/1位案の工事費-1）×60点】 29 60 8 29 27

現時点架替→1.52、(上部のみ)1.00

将来架替   →1.86、(上部のみ)1.52　 延命化→1.55

使用性 道路機能 車道幅員 5 3 車道幅員及び路肩について、道路構造令と適合しているか 3 3 3 3 3 モデルケースより幅員差無し　≪評価点差無し≫

歩道幅員 2 歩道幅について、道路構造令と適合しているか 2 2 2 2 2 モデルケースより幅員差無し　≪評価点差無し≫

維持管理性 構造の簡易さ 歩車道の構造 20 2 歩車道が一体の橋梁構造となっているものが優位 2 2 2 2 2 モデルケースより全案一体構造　≪評価点差無し≫

支承・耐震補強構造の数 3 支承及び別付の耐震補強構造の数が少ないものが優位 3 3 3 3 3 架替→支承34基　延命化→支承36基（別付含む）　≪評価点差無し≫

伸縮装置の数 3 伸縮装置の数が少ないものが優位 3 3 3 3 3 架替→伸縮2基　延命化→伸縮2基≪評価点差無し≫

点検のしやすさ 動線の確保 2 橋座（重要点検箇所）に寄りつける動線が確保されているものが優位 2 2 2 2 2 各案とも護岸から寄り付くことが可能　≪評価点差無し≫

（見やすさ、近接困難箇所の多少）点検空間 3 桁端部、橋座周りの点検空間の確保されているものが優位 3 0 1.5 0 0 全架替案→桁端部の空間を確保可能　延命化案及び橋台利用→不可

桁下空間 3 桁下が狭く、維持管理が困難な箇所の有無 3 3 3 3 3 各案とも桁下空間はある　≪評価点差無し≫

滞水防止・湿潤防止 橋座及び支承台座 2 橋座の排水勾配及び支承台座の設置の有無 2 0 1 0 0 全架替案→排水勾配、台座の設置可能　延命化案及び橋台利用→不可

交換のしやすさ 支承取替え 2 支承取り替えに配慮した構造（ジャッキアップ補剛材等）の有無 2 0 1 0 0 全架替案→取り替えに配慮可能　延命化案及び橋台利用→不可

社会的影響 事業の難易度 用地（借地）取得・補償 15 2 仮設迂回路、工事ヤードなどを想定して評価 0 0 1 1 2 架替案→迂回路の取り付けより借地大

施工期間（事業期間） 2 工事期間を想定して評価 0 0 1 1 2 架替案→架替は撤去を含み長期に及ぶ

関係機関との協議 2 河川管理者・添架管事業者等、関連協議の対応数や調整の困難度など 2 2 2 2 2 山間部で協議に関する差は特に無い　≪評価点差無し≫

更新期間中の交通規制 負の便益 3 概略的な負の便益（渋滞損失・走行経費・交通事故）の比率で評価 3 3 3 3 3 架替案も迂回路設置により、交通規制無し　≪評価点差無し≫

防災（治水リスク） 基準径間長 3 河川構造令との適合性 3 3 3 3 3 単純桁のため各案の差は無い　≪評価点差無し≫

河積阻害率 3 河川構造令との適合性（※橋台兼用護岸） 3 0 1.5 0 0 全架替案→橋台前面護岸あり　延命化案及び橋台利用→護岸兼用の橋台

合計 65 86 41 57 57

現時点架替案

【上下部更新】

現時点架替

【上部のみ更新】

35年後架替

【上下部更新】

35年後架替

【上部のみ更新】

延命化案

ＬＣＣ（千円） 210,782 138,712 258,237 211,406 215,302

経済性

【60点満点】

29 60 8 29 27

使用性

【5点満点】

5 5 5 5 5

維持管理性

【20点満点】

20 13 16.5 13 13

社会的影響

【15点満点】

11 8 11.5 10 12

合計 65 86 41 57 57

配点

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定

将来架替では事業の

準備期間を長く設定

できることを想定し、現

時点の架け替え案よ

り、減点数を50％とす

る

将来架替案では現橋

の残存期間の概略比

（50％）にて設定
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■新設橋架替工事費 ■改良工事費

項目

工費

（千円）

備考 項目

工費
（千円）

備考

旧橋撤去工 57,876 耐震補強 34,104

柱・支承補強、落橋防止

橋梁新設工 193,381 耐震基礎補強 111,787

仮設工 128,727

迂回路仮橋を含む

仮設工 52,645

24,811

総計 379,983 25,100

15,273

25,890

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

289,611

合計

耐震工事

活荷重補強工事

ゲルバー補強工事

拡幅工事

その他補修工事
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■改良工事費　　永久橋

項目

工費
（千円）

備考

耐震補強 34,104

柱・支承補強、落橋防止

耐震基礎補強 111,787

仮設工 52,645

27,076

25,100

15,273

26,821

断面修復、伸縮装置、防水+舗装

292,806

耐震工事

活荷重補強工事

ゲルバー補強工事

拡幅工事

その他補修工事

合計


